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1 • はじめに
香春知永
Chie Kaharu 
教育のとらえ方については，近年「teacher& teaching」から「learner& learning」へとシフ
トしており，学習環境や学習経験は学習者が中心で，そのプロセスは教師ではなく学習者が主にコ
ントロールすることとされている (Richardson,1998). 発展し続ける医療の中にある看護専門職
者にとっては，職業人としての生涯学習が不可欠である．そのような看護専門職者を育成する看護
基礎教育において，専門的な知識内容の修得をめざす教育だけではなく，学習者自身が学習のため
のスキルを修得できるような教育を提供することが求められているといえる．このような看護基礎
教育に携わっていく過程で，同一の教授方法が提供される中，個々の学生の学習への取り組み方
や，困難さの違いに関心をもった．このような学生の知識獲得，新たな情報の処理という学習にお
ける個人の特性は，教育学の中で「学習スタイル」という概念で説明されている．看護基礎教育に
おいてこの「学習スタイル」という概念を明確にすることは，臨床実践という複雑な状況での学習
が不可欠な看護基礎教育における学生の学習過程の違い，その違いに及ぽす影響要因，違いによる
学習成果への影響ということを明らかにすることにつながると考える．さらに，学習スタイルとい
う個人特性に焦点あてて理解することは，さまざまな背景，多様な学習ニーズをもった学生に対す
る，また，看護専門職者にとって重要な状況変数を考慮した課題解決能力の育成のための，効果的
な学習経験を促進する教授法，評価のあり方を検討するうえで重要であると考えられる．
2■ 目 的
今回の概念分析の目的は， Rodgers(2000)が提唱する概念分析の方法を用いて，看護基礎教育
における学習スタイル(Learningstyle)の概念の定義，属性，先行要件，関連概念を明確にして，
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(1)学習スタイルの概念の用いられ方
(2)学生の学習スタイルを考慮した教授法の可能性
(3)学生の学習スタイルを学習状況の説明概念とすることの可能性
について検討を行うことである．
3 . 方法
概念分析の方法は， Rodgers(2000)によるアプローチを用いた.Rodgersは，概念および概念
開発に関する哲学的基盤を属性理論(dispositionaltheories)としており，「概念は，その時代，そ
の社会の状況における言葉の使い方によって異なる」としている．「学習スタイル」については，
教育学，心理学などの領域において， 1970年代以降，学習過程，学びの方向性，指導方法の好み，
認知スキルの発達などさまざまな基盤によって多様な学習スタイルモデルが開発されている
(Riding & Rayner, 1998) . 看護教育においてもこれら関連領域の発展とともに概念の用いられ方
は変容し現在に至ると考えられたのでRodgersの分析方法を選択した．
(1)データ収集方法
看護基礎教育で捉えられている「学習スタイル」の概念を分析するため，データベースの
CINAHL (Cumulative Index to Nursing Allied Health Literature) 1982年から2003年8月の期
間で，キーワードを「learningstyle」として検索した結果1503件であった．さらに絞り込むため
「nursingstudent」と「nursingeducation」とした結果103件となった．この103件の約30%とな
る30論文を無作為抽出し，入手可能であった21件（論文19件，書籍2冊）を抽出した．その後，
過去10年間の「学習スタイル」の文献レビューを行ったThompson& Cruthchlow (1993) と同
じく 1980年代の学習スタイルに関する文献レビューを行ったRichardson(1998)の論文を優先的
に選択し， 1993年以降の論文を前述した19件から抜粋した結果， 11件（論文9件，書籍2冊）を
分析対象とした．なお， PsycINFOをデータベースとし，同じキーワードで検索した結果10件の
論文があったが，これらはすべて会議録であったことと入手困難であったため今回の分析対象から
は除外した．さらに，教育学の関連図書として 2冊と 1論文を加え，合計14件（論文10件，書籍
4冊）を今回の分析対象とした．なお， web医学中央誌で「学習スタイル」をキーワードとして検
索したが文献は検索されなかった．
(2)分析方法
「学習スタイル」を分析するため，文献を読み，コーデイングシートを用いて，「定義，属性」，
「先行要件」，「帰結」，「関連概念」について言葉や文章を抽出し記載した．その後抽出された内容
についてカテゴリー化して要素を導いた．
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4. 結果
対象論文を分析した結呆，看設基礎教育における「学習スタイル」の概念の定義・属性，先行要
件、帰結の要素は表1に示すとおりであった．
表1 看護基礎教育における「学習スタイル」の概念の定義・属性，先行要件，帰結の要素
く定義・属性〉
定義：学習スタイルは知識の獲得•取り扱い，情報の知覚・処理に関する個人の選択的特性（様式，
やり｝］，好み）
属性：学習状況の文脈にイヂ在すること
複数の様式と個人の好みの傾向があること
経験によって好みは変化すること
〈先行要件〉
新たな情報・経験とその内容
教授スタイル
学習環壕要因
学習者の生物学的特性
学習者の心理社会文化的牡性 ・-.~.----- -! 
学習スタイルの変容（スタイルの多様化と優位の変化）
学習能力の変容
学習に対する情緒的反応（行定・否定）
(1)定義・属性
①定義
I 
... → -・-・・」
学習は．行動主義からとらえると経験による行動変容としてとらえられ，認知t義からみると
人の情報処蝉システムを基盤とする知識構造の変化といわれている（市川， 1995).「学習スタイ
ル」は，学習者の個人の知識や情報の処理に関するやり方 (way)あるいは好み (preference)
というとらえ方をしていた (Cranton,1992: Stutsky, 1995; Rakoczy, 1995; Richardson, 1998; 
C:olucriello, 1999). 学習の定義は、知識や情報の処則という認知じ義的な立場でとらえ，その処
蝉の個人的な仕方としてスタイルをとらえている．また，従来「学習スタイル」を思考，知鯰，
記悩といった系統的な領域でとらえていたが，情報処理を全体的に包括し，そのやり方，好みと
いった処理力法の個人の選択特性に焦点をあてて説明されている．
②属性
I学習スタイル」の属性としては、［学習状況の文脈に存在すること］［スタイル様式と個人の
好みの傾向があること」「スタイルの好みは変容すること」かあげられた．
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1)学習状況の文脈に存在すること
学習スタイルは学習者が学習場面という限定された状況において表現される（辰野， 1997).す
べての研究で学習スタイルは学生の学習状況で測定され評価されている．また，学習スタイルは
学習状況の物理的環境や人的環境，学習到達レベルなど個人の学習を取り巻く諸要因との関連で
存在している (Cavanagh,et. al., 1995; Dunn & Grigges, 1998). 
2)複数の様式と個人の好みの傾向があること
学習スタイルではパターンともいえる様式が複数存在している.Kolb (1984, 1999)は，学習
スタイルを，具体的経験 (concreteexperience = CE), 省察的観察 (reflectiveobservation = 
RO), 抽象概念化 (abstractconceptualization= AC), 実践的試み (activeexperimentation = 
AE) という 4つの学習能力を用いた 4つの学習スタイル，主としてCEとROを用いた拡散型
(Diverging), ACとROを用いた吸収型(Assimilating),ACとAEを用いた収束型(Converging),
CEとAEを用いた適用型 (Accommodating), を示し，これまでの経験や到達目標によってあ
る学習スタイルを重視したり，特定の様式を好む傾向があると述べている．また， Felderらの
作成した学習スタイル尺度においても 4領域での 2者選択的な好みの傾向性を測定しており，学
習スタイルでは複数の様式と個人の好みの傾向性が特徴としてあげられる．
3) スタイルの好みは変化すること
学習経験によって個人の学習スタイルは固定しているわけではなく，学習経験に影響を受けて
スタイルの優位性は変化する．臨床実習方法の違いや教材の違いといった学習経験の違いによる
学習スタイルの優位性の変化について研究されているが，より複雑な変数をもった臨床実習方法
では，学習スタイルに変化をもたらすと報告されている (Stutsky,1995; Koontz, 1998). 
(2)先行要件
「学習スタイル」の先行要件には「新たな情報・経験」，「教授スタイル」，「学習環境要因」，「生
物学的特性」，「心理社会的特性」があげられた．
学習スタイルは，学習状況で活用される個人特性である．学習は新たな情報の処理・経験からの
知識の転移であるとすると，その先行要件として学習スタイルを活用するための「新たな情報・経
験」の存在が必要である．多くの論文で，看護基礎教育に入学後の新たな学習内容や看護技術，実
習経験などと学習スタイルとの関連で検討されていた(Cavanagh,Hogan, Rarngopal, 1995; Koontz, 
1998; Rakoczy & Money, 1995; Stutsky & Laschinger, 1995). 
また、教師の多様な教授スタイルで提供される学習場面で，学習者は様々な情報処理方法を探索
し，状況に対応する柔軟な適応性のある学習スタイルを修得していくといわれ，多様な「教授スタ
イル」の学習スタイルヘの刺激の重要性が述べられている (Thompson& Cruthchlow,1993; 
Cavanagh, et. al. 1995; Colucciello, 1999; Lohri-Posey, 2003). そしてその教授スタイルの刺激だけ
でなく，「学習環境」としての人的環境や物理的環境など様々な刺激が学習スタイルに影響すると
されている (Dunn& Grigges, 1998). 学習スタイルは処理すべき情報や知識の内容やレベル，学
習環境に応じて個人が選択していくものであると考えられる．
Dunn & Grigges (1998)は，学習スタイルに影響する要因として，年齢，学習の達成レベル，
性，文化，脳の情報処理過程をあげている．多くの研究で対象となった看護学生を高校から進んで
-84 -
看護基礎教育における“学習スタイル”の概念分析（香春）
きた学生 (traditionalstudents) と看護師免許を有する RN学生 (resistednurse students) とに
分類して学習スタイルの検討を行っており (Thompson& Cruthchlow, 1993; Cavanagh, et al., 1995; 
Koontz, 1998; Linares, 1999), いずれも年齢や性による学習スタイルの違いはないという結果であっ
た．しかし， Linares(1999)の研究では，高年齢層と低年齢層での学習スタイルの傾向性の違い
が報告されており，「生物学的特性」が関連する可能性があげられる．また、学習スタイルはパーソ
ナリティによっても影響をされ，ある学習スタイルは対人を志向する職業を選択する傾向がある
(Kolb, 1999) といわれ，選択している学科，人種によって学習スタイルの傾向性の違いがあり
(Linares, 1999), このような個人の「心理社会的特性」は学習スタイルに影響する．
(3)帰結
帰結としては，「学習スタイルの変容」「学習能力の変容」，「学習に対する情緒的反応」があげら
れた．
経時的な学習スタイルの変容について，看護基礎教育 3年間では好みの学習スタイルには変化が
認められない (Rakoczy& Money, 1995)という結果もある． しかし， Cranton(1992)は学習ス
タイルの好みは，学習そのものに影響を受け変容すると述べており，また実習方法や実習領域と
いった学習環境を含めた経験によって学習スタイルの優位となるものが変化するという研究結果も
報告されている (Stutsky& Laschinger, 1995; Richardson, 1998). 
学習スタイルに関連する教育成果について， Thompson& Cruthchlow, (1993)による過去10
年間の看護教育領域での学習スタイルの文献レビューにおいて，学業の達成度との関連性について
有意な関係ではないとしており，その後の研究でも学習スタイルの違いによる GPAや卒業時の成
績状況といった学業的な差は認められていない (Joyce-Nagata,1996; Linares, 1999). Stutskyら
(1995)は，プリセプターシップによる実習と通常の週1回の臨床実習という教授方法による学習
効果の違いを，学習スタイルとそのスタイルによって得られる状況の課題，問題に対する適応力の
視点で評価をしている．その結果，プリセプター実習によって，学習スタイルは，（知識）吸収的
スタイル (assimilativestyle)から収束的スタイル (convergentstyle)へ好みの優位が変化し，状
況適応力としては抽象化から具体的経験に変化したと述べている．また，指導スタイルと学習スタ
イルに矛盾がない場合，情報の長期記憶がなされる (Lohri-Posey,2003) , 特定の学習スタイルで
は学習における自己主導性が高くなっている (Linares,1999) , 学習スタイルが批判的思考力の一
部と関連している (Colucciello,1999)といった結果も報告されており，成績といった視点ではな
く，学習における自己主導性や課題・問題への適応力といった「学習能力の変容」が認められてい
る．
学習場面において学習スタイルによる影響として学生の「学習に対する情緒的反応」があげられ
る．学習者にとって自分の学習スタイルと教師のスタイルとが類似していたときは肯定的学習態度
をとりやすく，異なる教授スタイルでの学習活動では困難性を感じるといわれている(Thompson
& Cruthchlow, 1993; Colucciello, 1999; Lohri-Posey, 2003). しかし，この学習に対する情緒的な反
応が客観的な学習成果に関連しているかという点は十分明確になっていない．
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(4) 関連概念
「学習スタイル」は「認知スタイル」や「思考スタイル」と関連して論じられており (Cranton, 
1992; Colucciello, 1999; Kolb, 1999), 個人のもつ情報認知，判断の傾向性という点で関連性がある
ととらえられている．そしてそのような決定機能や知覚機能および自己の存在様式などを決定する
心理的傾向は学習スタイルに近い分類様式で説明されており (Cranton,1992), この心理的傾向を
含めた「パーソナリティ」は学習スタイルに関連する概念としてあげられている．また，「学習方
略・スキル」は学習スタイルを反映して用いられるとされており（辰野、1997),学習スタイルが具
体的な学習手段として表現されたものとしてとらえられる．
5. 考察
今回，看護基礎教育における「学習スタイル」の概念を分析した結果，「学習スタイルとは，学
習場面で用いられる，経験を通して得られる情報・知識の取り扱いに関する個人のやり方であり，
個人的な選択の好みが傾向として表現される，経験を通して変容するものである」と属性を含めて
定義できた．学習は知識構造の変化，行動変容ととらえられるが，学習スタイルは学習過程におけ
る個人の情報処理方法であり，その方法には個人差があるという点で，学生の学習過程の多様性を
示す概念になると考えられる．同じ学習環境と教授方法で提供される学習活動であっても，学習内
容の処理過程に個々の学生の好みが反映され，結果として学習成果は同じでも，処理過程の円滑さ
に差が出るのではないかと考えられる．このことは，学習の困難性について説明するための概念と
して「学習スタイル」の有用性を示していると思われる．
また，「経験によって学習スタイルは変容する」という属性は，学習スタイルに対する教育の可
能性を示唆すると思われる．先行要件に「学習環境」，「教授スタイル」という教授方略を構成する
要素が示されており，経験としての学習活動を提供するための教授方略の工夫によって学習スタイ
ルを変容させられる可能性を示したと思われる．しかし，どのような変容をもたらすかという帰結
に関して，今回の分析では，意図的に教授方略と学習スタイルの関係性を論じた研究は2論文にす
ぎず，この点に関してはさらに検討を重ねる必要があると考えられる． しかし，学生の学習スタイ
ルと教貝のスタイルの一致が学業というよりは肯定的な情緒的反応に影響することが述べられてお
り，これは学習意欲，学習への動機づけに関連し，学習促進の要因になるのではないかと推察され
る．さらに，学習スタイルの適用の多様性に伴い，学習能力が変化し複雑な状況に対する柔軟な適
応力が高まると考えられ，多様な学習スタイルの活用を必要とする教授方法の有用性と，多様な学
習スタイルを活用することが，複雑な状況で行われる看護実践において重要であることが示唆され
た．このことは，教授方法のあり方と学習成果の指標として学習スタイルを活用できる可能性を示
したと思われる．また， Lohri-Posey(2003)は，学生自身が自分の学習スタイルの好みを理解す
ることで学習が促進されると指摘しており，学習成果の指標だけでなく学習促進の教授方法の一環
として学習スタイルを活用することも考えられる．
「学習スタイル」の帰結である，課題・問題への適応力や自己主導性といった「学習能力の変容」
はまさに，専門職者に不可欠とされる自己の能力向上に向けての生涯学習に必要な能力と思われ
る．今回の分析では学習スタイルと関連していることは示されたが，それぞれ1論文での報告であ
-86 -
看護基礎教育における“学習スタイル”の概念分析（香春）
るため，この点は今後検討が必要と考えられる． しかし，課題・問題への適応力や自己主導性，学
習スタイルはともに個人の学習状況へのアプローチの特性を示している概念なので，その関連性は
十分推察される．
年齢，性別といった「生物学的特性」は研究によって結果にばらつきがあるため，先行要件とし
て妥当か否かさらに検討が必要である．特に，近年看護学以外の学士を有する，あるいは就業経験
のある学生が，人生の第二選択として看護基礎教育課程に入学してきており，成人学習者 (adult
learner)として従来の高校卒業後入学してくる学生とは異なる学習ニーズや学習特性があると考
えられる．成人学習者の学習特性に関しては，多様な学習スタイルー情報のコード化，認知手順，
心的状態ーを示すこと，過去の経験が現在の学習に影響すること，学習において自己主導である傾
向があること (Knowles,1980; Brookfield, 1986)など学習スタイルに影響するような特性が示唆
されている．また，学習スタイルは文化的背景や人種による影響を受けていることから，看護基礎
教育課程における学習スタイルについては，年齢を考慮し，また日本人の場合で再度検討していく
ことが必要であると考えられる．
今回，分析対象となった論文では、その多くがKolbの学習スタイルの概念を適用しており、その
理論的枠組みを経験学習理論においていた．そのため，学習スタイルの測定では Kolbの考案した
Learning Style Inventory (LSI)の1976年版， 1984年版を用いたものがほとんどであった．この
Kolbの質問紙自体も版によって示される学習スタイルの優位領域の結果が異なっており，学習ス
タイルの好みの傾向性について統合的に分析することに困難さがあった.LSIは1999年にさらに
修正が加わっているため，尺度についても今後検討していくことが課題であると考えられる．
6. おわりに
今回， 1993年以降10年間の学習スタイルの論文を中心に概念分析を行ったが， Thompson& 
Crutchlow (1993)の「学習スタイル」に関する 1983-1993年の文献レビューで指摘していた研
究の課題，「研究デザインの限界」，「研究対象の偏り・サイズの小ささ」はこの10年間も続いて課
題となっていると思われる．学習スタイルについては実態調査，相関研究レベルが多く，介入研究
は非常に少なかった．また，実態調査や相関研究についても対象が1つの教育機関，学年という同
質集団であったり，対象者数が数十名から100名程度であるため，結果にばらつきが多く一般化さ
れるような研究成果が報告されるものが少なかった．変数が多い学習の場で，個別性のある学習ス
タイルをテーマとし，さらに学生を対象とした研究の倫理的限界，教育の成果のとらえ方の困難さ
を感じた．しかし，「学習スタイル」を研究した多くの論文で，教授方法と学習スタイルとの関係
性の探究，より多様な教授方法による学習スタイルヘの多様性・柔軟性の重要性が指摘されてお
り，その点についてはさらに検討を進めていく必要があると考える． しかし，今回「学習スタイ
ル」を分析したことで，教授方法と学習スタイルをキーワードに学習過程に困難さを感じている学
生へのアプローチを考えていくことの可能性や学習スタイルを教授方法に組み込むという新しい可
能性は見出せたのではないかと思われる．
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